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量的に探集されるようになった (Beers& Stewart 1969a， bj Beers et al. 1975， 
1980; Taguchi. 1976; Tan培uchi.1977b， 1983， 1984; Takahasbi & Hosltins 1978; 
Endo et al. 1983など)。しかし、これらの研究ではカイアシ類ノープリウスはまとめ
て定量されており、種別の定量データが報告されることはなかった。これは、カイアシ類
ノープリウスの種の同定が困難なためと考えられる。ある種の仔魚はカイヲナシ類ノープリ























(1936a-c)、 Deevey(1948， 1952， 1956)、Digby(1950， 1954)など古くから行われて
いる。内湾性カイアシ類の個体群動態では Conover(1956)はA但同包 cJ.ausi(=A. 
hudsonica)とA.白IDsaについて、 Landry(1978)と Uye(1982)はA. c.担usi(5.1.) 
について、 D'App五加&Stancyk (1979)とMoreirae七 al. (198~) は Eu白'rpina































には2型あることが知られ(N:担bidaet al. 1977)、そのうち小型 (formam担 or)の方は
Nisbida & Ferrari (1983)によって O.aruensisに改められた。さらに Nisbida
(1985)は、九州以北の内謁で優占する種は O.aruensisとごく近縁な別種であり、



































































端な不均一分布をすることが知られており(Anra孟u1975; Ueda et al. 1983)、同溝の



























































Nl '" N6・・・・ ノープリウス 1期'" 6期












Yamazi (1953a)、古橋 (1957)の研究があり、近年では Furuhashi(1976)、上回


























































(1)は著者が修士課程在学中に撰集したもので、 1973年 10月26日から 1974年10月
25固までおよそ 10日間隔のサンプルである。京大水産実験所の器き桟橋先端(Fig.1の
Stn. p)は水器が約5.5mあり、北原式接水器で表層 (0m)、2m、4m、底直上の4居から
各 1.(!を採水した。ただし、 1974年 5月15日と 25日の 2回は 2m層しか採集していな
いため、それらのデータは本研究から除外した。サンプJレは直ちに中性ホルマリンで国定

























観割において、 1977年10月から 1978年12月までの 15カ月聞にわたり、表層はバケツ
探水、中底層は 12.Q.バンドー ン採水器で 5m間隔で採集したサンプルである。採集層は、













(4)は1978年 3月 29日....30日、および 10月四日....20日に約 4時間間隔で 1昼夜、
水産実験所近くの水器約13mの地点にf結洋丸」を錨泊して採集した鉛直分布サンプルで

























志々伎湾のプランクトンサンプルは 1975年 5月から 1976年 5月まで毎月 1回Fig.3
に示した 22点で採集した。撰集方法は誼水計の付いた口径 43cm、側長 180cm、目合
O.lmmの円錐形プランクトンネットの底近くからの鉛直または斜め且きである。サンプ
ルはフォルサムのプランクトン分割器で最小1/64にまで分割した後、さらに先端を切り
















よって C2以降の幼体を識別することができた。 paracaI.anus parvusの幼体は沿岸性の











よび Bjornberg (1972)、Oithonadavisaeは Faber(1966b)、Microsetellanor-
vegica はHirakawa(1974)、Euterpinaacu抵世'onsはHaq(1965a)の記載とそれぞれ
比較して同定したo また、舞鶴湾の Aca.r百aomor.丘と A.hudsonicaのノープリウスは

























の発達が内部に観察されるが、 C5の生殖節にはそうした器官の発達はない。 O.da.visae 
の場合、 C5躍も成体雌も後体部が5節(最初の節は胸節であるため複部は4節)であるが、




















































































た。水藻 5mまでの水温躍層は 5月から 8月まで認められ、 11月から 2月までは水温逆
転居が形成される。 1977年と 1978年を詳しく比較すると、 1978年秋の水温の低下は前
年より早〈、 200Cまで表層水温が下がる時期で約1週間の遣いがみられた。塩分は、表
面では降水によりしばしば 30払を下回るが、 5m諜では年聞を通して比較的一定で
31.2...34.5払の範囲を変動した。 4月中旬から 7月下旬まで5m層の塩分は比較的高<34 
弘前後の値を示したが、その他の期間はおよそ 33協であった。
採水法で得た Stn.Pにおける Oithonada visae、Paraca.lanus crassirostrisおよび
Acartia. omoi'iとA.hudsonica.の昼夜の現容量をそれぞれFig.5から Fig.7に示した。
このうち O.davisae (Fig. 5)とAcar訂aspp. (Fig. 7)はNlから成体までの全発育段階
















としては天然で記録された最高値であろう。一方、 1月から 3月までの冬季は 100/.2以下
の密度で、とくに少ない日は 10/.2以下となった。このように O.davisaeは明らかに暖
水性の種であり、その季節変化は水温の変{t;に類似している。昼夜を比べた場合、年閣の














合、平均個体密度(昼 22.1/足、夜26.7/.2)、より多く出現した回数(昼 24回、夜 42回)
とも夜間の方が大きく、一般に夜間の出現量の大きい領向が得られた。
Acart担 omoriiとA.h udsonicaについては、上に述べたように、出現初期 (11、12'
月)と末期 (6、7月)には夏秋のAcartia優占種であるA.sinjiensisが同時に出現するが、
Fig.7に示した 1月から 5月までの図は純粋にA.omoriiとA.hudsonicaのみの量であ
ると考えられる。 s七n.Pでは出現期後半にあたる 3月初旬から 5月中旬までが最も多く
なり、その閣の平均個体密度は昼29.6/.2(ノープリウス 21.5、コベボディド 8.2)、在


















プリウスの割合は、年間では 9.5%から 96.6%まで大きく変動するが、 2月から 4月まで




ca1an us crassirostrisについては、 1978年の最多出現期である 8月11日から 10月23
日の期閣のノープリウスの割合を Fig.llに示した。 9月中旬はノープリウスの割合がコ





91%から 35%まで急激に減少するが、その後は持ち直し、 5月16日に 34%まで下がった
のを除いて、その他の日は 55%から 88克の閣を変動した。以上のようにノープリウスの



















































が原因ではないかと考えられる。 Uye(1985)は、調戸内海の "A.c1a.usi"が 6月でも休
眠卵より非休眠卵を多く産卵することを報告している。したがって、舞鶴湾でも 6月も
ノープリウスの加入は続き、それが成長した成体の加入は6月下旬から 7月になるはずで






後 (11月28日)であった。 1978年では水温低下が前年よりやや早く、 11月3日に底層水
温が20・cを下回り、 2種の成体がやはりその 17日後に初めて出現した。この 17日の時




























(M迎.eret a1. 1977; Uye 1980; L田ldry1983; Sciandra 1986)、それ以外は一般に







Nlは2-3目、 N2から C4まで1ないし 2日、 C5は3目、成体は室内での最大生残日数と

















































































きく関係している (Benson& Lee 1975)。こうした成長に伴う季節的な分布層の移動は、
北太平詳の Neocalanus cr:iB旬tus (=Ca1阻 us cr.:面白tus)、 EucaJ.anus bungii 
bungii (Miller e七al.;Seki.guchi 1975)、北大西洋のc.finmarchichus、C.hyper-










ディドより上に多く分布するということができる(例えば Marshall1949; Carter 




















4 . 2 . 1 .Stn. Pにお甘る鉛車分布
ここでは、京大水産実験所の器き桟橋先端Stn.Pで行った 1973年 11月5日から 1974




































1949個体、 9月11日が273個体とかなり聞きがあるが、他の 6日は 1000個体前後なの
で、これもとくに問題はないであろう。
以上の計算によって求めた平均分布諜度を発育段階別の変佑として表したのが Fig.18





















P. crassirostr色は、舞鶴湾では 8月から 11月まで個体数が多く、 O.da凶saeに次
寸優占種となる。季節的消長については第 3 章で述べたが、 1973 年~1974 年の Stn.P
では 1973年11月中旬、 1974年8月下旬および10月中旬に多数の個体(とくにノープリ











かし、平均分布深度の変化はO.davisae の 6 月 15 日 ~7 月 13 日ほど顕著ではなく、 N1
から N5にかけて 0.56mにすぎず、また、 N6で一旦分布が下降し C1で再び上昇した o 卵
はN1よりも下層に平均分布諜度があるが成体よりは上層に位置し、器遊卵であることが
示される。
3)A但 rt白 omoriiとA.hudsonica 

























































んど分布に変化のない場合もあった(例えば6月の C1""C5、8月の C3...C6)。なお、 o.
davisaeの産卵した成体離は卵嚢を保有するが、抱卵雌の割合の鉛直分布には一定の煩向
は認められなかった。
Paracalanus crassirostr.色については、 8月から 10月までの鉛直分布を Fig.24に
??? ?
示した。結果は、各月とも比較的よく似た分布を示し、また、ノープリウスの成長に伴う
変化も Stn.Pで見られたのと同様であったo すなわち、 N5まで成長に伴って徐々に上昇





AcBrt.臼 omoriiおよびA.hudsonicaについては3月から 5月までの鉛直分布を Fig.










(Table 4) 0 N1および成体雌が底眉に多い4月、 5月は、卵もまた底層に多かったが、成


































E (NiXi) / ENi 
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iは湾口に近い方から並べた採集点の順位で、 S七n.Mを孟=0とする。 2.1で述べたように
水の惇滞度は西語より東湾の方が高く、かっ、 S七ns.W1"'W3に比べて Stns.El"" E3の
方がそれぞれ湾口からの匝離もあるため、 i{まs七n.W1が 1、s七n.W2とStn.E1が 2、
Stn. W3とStn.E2が3、S七n.E3が4とする。また、 Niは順位iの採集点における全採集
層の平均個体密度である。なお、同じ順位の Stn.W2とStn.E1、悶 S七n.W3とStn.E2 
では採集層の数が異なるため、それらの順位における闘を単純に層平均で求めると Niは
接集眉の多い点に大きく影響される。このため、これらの順位での聞はそれぞれの採集






発育に伴う分布点の変化は月によって異なり、 1977年 12月や1978年 10月のように著し
い変化のある場合も、 1977年11月のようにあまり変化のない場合もあった。ノープリウ
ス期の分布の変化は、観測した 15ヵ月閣のうち 9ヵ月(1977年 10月""1978年 l月、
1978年 3、6、7、10、12月)において成長に伴い分布点が湾口部側に移動し、 4ヵ月
(1978年2月、 5月、 8月、 11月}において逆に湾奥部倒に移動した。コベボディド期の
成長に伴う変化のパターンは一定せず、ほとんど分布点が変化しないこともあり、また変
化する場合でもその方向は月によって異なった。興味深い現象として、連続する 2ヵ月の








た。例えば、 1977年 10月と 1978年 9月はノープリウスの成長に伴い湾奥倒に移動し、
ノープリウス後期からコベボディド初期にかけて一旦湾口寄りになり、コベボディド後期










動をよく行うことが知られている(例えば Anraku1975， Furuhashi 1976)。このため、
成長に伴う分布層の変化が、夜間も昼間と同様に見られるとは隈らない。
Figs. 28... 30は優占する Oithonadavis目、 Paracsl血 us官邸sirostrisおよび

















































































































































ば Barlow1955; Bayly 1965; Jacobs 1968; Tranter & Abraham 1971; Frolander 
et al. 1973; R回 1977; Je宜ries 1967; Stepien et al. 1981; Alcaraz 1983; 



























































































































































示したのは Oithonadavisaeであり、 2番目に大きな Paraca1回uscrassirostr壬Sの平
均分布点と1.5の差があったo しかし、志々伎湾でのこの2種の分布特性にはそれほど遣









ち、 O.dav.おaeを含めて P.cras5Irostri.s、O.attenuata stocky form、O.ocul.a臼














































































例えば、 Lance(1963)によれば、 30%希釈した梅水中のAc田吐担加'DSa.、および 50克以
上希釈した海水中のA.bifilosa.の死t率には変化がなかった。また、 Ambler (1985)は
A.旬'nsa.の産卵について調べ、 10協の低塩分下でも産卵量への影響はわずかにすぎない









Bird 1983; Herman 1983; Paffenh己fer1983; Townsend et a1. 1984; Daro 1985)。
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Table 1. Oithona davisae (O.d.)， Paracalanus crassirostris (P.C.)， and 
Acartia omorii and A. hudsonica (A.Spp.). Mean sex composltion at 
stn. P in Maizuru Bay. The values are mean percem士ratlosintotal 
stages (N1-C6) at night; those In the parentheses are in the 
daytime. 
O. d. P.c. A. spp. 
Stage ♀ ♂ ♀ ♂ ♀ ♂ 
「一一一一ー~=一一<=""- 一一一一一一 JF 一一
C4 2.2 2.0 1.6 2.0 
(2.3) (1.9) ( 1 .1) ( 1 . 1 ) 
C5 2.2 2.4 2.2 1.5 
(1.6) (2.3) (0.3) (0.5) 
C6 5.9 1.1 7.6 1.4 6.8 2.5 
(4.3) (1.0.) (5.7) (1.2) (1.9) (0.7) 
』
Table 2. Oithona davisae. Abundance of each developmental stage per 
10-i seawater‘taken with a Van Dorn water bottle in Maizuru Bay. 
Date Stn Depth Nl N2 N3 N4-6 C1 C2 C3 C4 C5 C6 Egg sac 
(m) ♀ ♂ 
Oct.17 M 。 20 20 42 255 2 2 。。 2 2 。 4 
1977 5 480 520 660 1400 215 18 16 14 12 68 。 96 
10 50 97 日7 165 60 30 18 8 14 34 。 3日
15 68 96 58 156 40 12 B 4 14 14 2 22 
20 100 135 85 160 30 16 s 2 4 12 。 14 
W1 。 26 290 270 1050 72 14 4 自 12 30 2 30 
5 200 400 360 900 94 22 12 12 24 自4 4 132 
10 210 280 200 330 38 34 22 42 50 42 12 66 
15 80 170 135 185 40 20 10 18 22 14 4 12 
W2 。 175 125 90 680 32 B 2 E 4 16 。 22 
5 980 1140 980 1560 150 125 84 60 130 310 18 350 
10 280 330 300 1000 76 26 26 52 70 100 10 157 
W3 。 日20 日目。 760 2020 自O 66 36 60 88 70 16 88 
5 500 780 660 480 日7 97 130 145 250 280 34 350 
81 。 560 1000 日00 2500 100 20 4 4 4 B E 12 
5 185 120 42 78 22 26 8 14 20 92 。 59 
10 680 860 880 3220 155 28 a 4 2 16 E 26 
15 90 117 27 210 14 12 16 32 34 38 B 60 
E2 E 1160 1280 620 760 90 28 日 自 自 14 B 12 
E 400 430 240 430 48 16 16 28 40 140 2 220 
10 170 110 52 52 16 12 10 36 56 115 4 165 
E3 。 1400 1740 780 1320 210 90 24 24 20 44 4 30 
s 820 860 480 390 110 86 42 46 48 100 30 134 
Nov.18 M 。 360 700 420 1080 16 。。 自 o 。。 。
5 175 135 125 200 38 30 30 32 34 60 10 86 
10 77 77 67 103 20 自 12 14 20 72 。 106 
15 70 90 60 73 12 4 4 10 14 68 14 114 
20 60 26 26 36 16 B 2 2 4 2 2 6 
W1 a 1270 430 500 500 22 12 自 4 。 。。 G 
5 n.d. n.d. n.d. n.d. n.d. n.d. n.d. n.d. n.d. n.d. n.d. n.d. 
10 n.d. n.d. n.d. n.d. n.d. n.d. n.d. n.d. n.d. n.d. n.d. n.d. 
15 n.d. n.d. n.d. n.d. n.d. n.d. n.d. n.d. n.d. n.d. n.d. n.d. 
W2 。 2000 2450 1950 4100 96 42 18 10 10 4 。 B 
5 96 1040 680 1520 70 32 s 26 34 52 B 86 
10 430 350 280 440 1日14 14 呂 B 34 B 48 
W3 。 2280 1780 1260 1480 50 12 B 2 。 。。 。
5 620 760 620 700 85 55 40 45 65 200 25 320 
81 。 590 300 150 390 18 。 4 2 2 。。 。
5 260 280 180 270 B 10 4 16 30 70 B 104 
10 110 75 75 85 20 。 4 日自 70 10 106 
15 145 250 235 135 40 14 日 B 4 22 B 40 
E2 。10500 6200 4800 4200 104 24 20 12 自 。。 。
5 1360 640 460 520 14 16 B 16 30 98 B 178 
10 145 90 65 55 4 12 12 B 14 34 18 54 
E3 。 2140 1040 840 1020 44 34 30 28 20 58 B 日串
5 255 130 75 170 12 4 B 26 44 195 14 240 
Dec.15 M 。 12 30 62 150 2 2 。。。 。。 。
5 120 410 460 750 64 36 24 14 16 4 。 s 
10 40 220 250 550 50 16 20 14 24 12 。 14 
15 40 125 180 375 52 16 18 2 26 10 。 18 
20 4 32 30 174 16 2 B 4 4 4 4 14 
W1 。 210 230 210 350 26 10 14 22 16 4 。 2 
5 80 175 155 370 32 28 40 40 44 10 2 自
10 115 185 155 370 42 10 32 30 26 B 2 12 
15 170 215 110 100 12 B 20 20 22 14 B 22 
W2 。 240 650 300 460 20 B 14 14 12 4 。 4 
5 420 日 360 460 30 83 63 53 60 43 2 60 
10 160 20日160 80 14 B 18 30 56 74 8 112 
W3 。 840 1420 860 860 46 44 46 52 46 64 B 124 
5 270 330 160 80 。24 28 50 70 104 28 146 
81 。 300 340 260 140 4 2 2 。 4 O 。 o 
5 145 190 1目。 170 10 16 B 18 14 。。 。
10 100 67 40 37 B B 4 14 10 30 2 36 
15 60 44 26 38 B 4 4 B 22 170 50 295 
E2 日 14 2 2 。。。。。 2 。。 。
5 44 B 2 。。。。12 34 14 4 20 
10 自0 52 20 18 。 2 2 s 28 122 24 184 
E3 。 82 52 14 2 o 。。 4 12 16 12 20 
5 22 14 4 B B 。。 B s 16 8 34 
Table .2. Oithona. davisae. Continued. 
Date Stn Depth Nl N2 N3 N4-6 C1 C2 C3 C4 C5 C6 Eggsac 
(m) ♀ ♂ 
Jan.18 問 。 。 。 10 54 2 。。日 2 。。 。
1978 D B 30 36 102 10 4 。 4 2 2 。 4 
10 85 105 105 165 36 10 4 s 14 B B s 
15 120 145 90 220 42 18 4 10 4 12 2 28 
20 37 50 50 150 26 4 2 4 2 8 c 4 
W1 。 2 2 。 4 。. 。。。。 2 。 2 
ロ 12 12 16 96 4 12 B 10 14 10 。 16 
10 56 54 70 175 42 28 16 18 B 14 2 34 
15 70 140 150 210 66 30 18 16 20 42 B 50 
W2 日 10 B 14 180 。 4 2 2 B 。。 D 
5 16 32 24 240 12 14 10 16 12 4 。 B 
10 60 115 90 240 66 50 20 24 64 46 10 92 
日3 。 70 50 45 25日 56 74 40 38 46 26 8 38 
ロ 12 14 4 42 。。。 4 自 2 4 4 
El 。 4 4 B 66 2 日 2 。 2 2 。 4 
5 115 85 165 . 280 70 64 16 20 22 52 10 86 
10 100 140 130 270 74 24 20 14 16 28 a 38 
f5 310 470 340 520 174 76 32 呂 18 耳目 32 48 
E2 。 B B 20 108 。 4 2 。。 G 。 。
5 36 44 72 128 18 30 26 24 14 8 4 18 
10 555 415 135 90 166 112 22 32 20 40 16 68 
E3 。 2 。 2 自 。 4 B B B 。G G 
5 34 36 20 22 12 14 2 4 B 20 。 36 
Feb.13 M 。 。 2 D 日 。。 E o 。 。。 。
o 30 56 62 142 B 4 4 2 2 。。 。
10 14 28 48 154 10 唱 B B 30 6 自 8 
15 35 35 75 245 38 30 16 16 38 30 1日 32 
20 16 62 76 162 26 24 14 22 14 呂2 2 2自
W1 。 2 2 2 90 10 。 2 o G 。。 。
5 18 26 54 370 36 48 58 20 16 自 。 4 
10 95 160 120 320 52 32 40 20 32 28百 12 14 
15 150 135 130 205 48 24 22 唱2 62 56 12 66 
W2 。 2 2 12 88 B 唱 2 。。 。E D 
5 50 85 115 E吉日 58 18 22 30 14 14 2 24 
10 70 60 70 305 28 24 12 22 50 12 E 16 
1'3 。 2 2 。 B B 。 2 。。 。。 。。 50 65 110 500 115 no 50 70 105 60 18 75 
E1 。 。 10 50 365 .24 12 B 10 B 2 。 4 
5 60 75 102 530 58 46 46 32 30 16 。 14 
10 80 95 90 260 66 44 20 54 36 14 2 16 
15 38 32 48 138 52 26 32 26 82 38 16 24 
E2 日 。 。 2 B 2 。。。G 。。 。
5 50 40 300 f180 90 95 125 85 110 35 1.0 45 
10 100 80 125 355 140 75 95 100 115 85 20 90 
E3 。 。 。 。 。。。B 。。 。。 。
E 25 50 140 475 44 38 36 30 24 14 。 14 
Mar.t6 M 。 。 B 。 。。。 D D 。 。。 。
5 4 12 2 16 。。。。 2 。。 。
10 4 E 4 14 4 4 4 B B 12 2 1.6 
15 4 18 24 52 8 B 10 日 8 2 2 2 
20 10 30 26 80 。。。。。 。。 12 
1'1 。 。 。 。 。。。。。。 2 B 4 
5 20 12 16 84 18 22 20 20 16 8 。 12 
10 4.4 54 62 210 40 74 96 122 52 40 2 68 
15 40 38 54 150 26 34 60 42 34 14 w 18 
'W2 。 。 。 。 '0・ G 。。。。 。G 。
5 68 24 30 130 26 52 44 60 56 16 B 18 
10 97 167 no 193 20 63 153 150 50 18 4 28 
W3 。 14 B 。 B o 2 D 2 。 。。 。
5 820 560 90 90 65 100 29.0490340 .250 7.0 280 
E1 。 2 o 。 。 4 。 4 。。 。。 。
5 33 37 43 140 42 26 64 88 68 22 8 18 
10 115 100 :60 70 26 20 40 96 80 100 14 84 
1邑 95: 1.35 25 105 36 26 30 22 40 100 1，2 114 
E2 。 。 。 。 8 。。。 4 。 2 。 4 
5 300 250 120 280 60 170 180 185 10.5 115 32 135 
10 210 560 180 2TO '22 52 50 .60' 6下 14722 103 
E5 。 。 。 2 4 o 。。。。 2 。 。
5 640 780 360 560 75 155 .270205 115 90 B 90 
Continued. oith6ha davisae. Table 2. 
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Table 2. Oithona davIsae. Continued. 
Date Stn Depth N1 N2 N3 N4-6 C1 C2 C3 C4 C5 C6 Egg sac 
(m) ♀ ♂ 
JuL20 時 。 70 230 340 1360 130 165 62 32 30 12 。 16 
1978 5 110 210 210 300 46 34 24 10 1，6 B s 4 
10 260 160 220. 300 72 80 44 38 18 10 10 20 
15 480 410 490 124.0 300 155 100 48 s B 2 B 
20 760 1200 1040 1560 390 320 180 60 34 26 12 28 
W1 。 700 200 180 310 76 34 B 4 B 14 4 2 
5 1020 720 540 1140 20日 88 28 26 B 38 14 26 
10 4.500 3850 2350 3100 680 500. 240 155 135 420 54 580 
15 1220 1480 960 2280 570 370 340 480 240 270 56 340 
W2 。 860 460 220 620 330 180 60 26 18 28 z 28 
5 1460 320 280 96.0 260 195 60 44 40 88 邑 118 
10 2440 1600 1200 1800 470 3自0 340 200 220 380 100 430 
W3 。 1740 660 320 700 320 320 230 145 125 230 24 450 
5 2160 1000 360 140.0 840 860 500 440 200 270 28 420 
E1 。 86 2日O 140 740 285 200 40 32 12 26 2 10 
5 1780 440 460 1280 430 370 147 80 52 86 12 72 
10 2800 1800 1520 2760 420 340 165 120 100 330 34 440 
15 4520 3760 2760 3920 680 500 300 260 290 680 48 自80
E2 ，0 31由。 1840 840 340β1060 860 280 120 95 480 24 570 
5 4120 5640 2120 5320 1680 1000 500 140 8.0 740 24 1040 
10 4800 3960 2480 4240 820 460 225 175 195 540 66 690 
E3 。 1280 720 720 2200 1460 1160 520 210 20.0 8~0 28 1320 
5 4880 2920 1840 3240 1400 900 640 310 220 6.80 72 1020 
Aug.22 阿 。 38 B 10 20 B 。。。。 。。 。
5 50 70 70 210 72 38 B B 2 16 B 32 
10 44 26 12 72 24 26 12 自 10 28 4 24 
15 390 270 10日 105 B 12 B B 2 4 。 10 
20 84 78 B日 68 10 10 自 2 。 4 。 。
日1 。 220 210 130 85 2 16 4 4 12 58 8 98 
5 310 220 115 85 2 105 30 40 80 255 28 355 
10 180 110 28 52 。54 80 82 155 155' 34 180 
15 100 48 16 26 。26 28 40 38 14 16 52 
W2 。 700 580 400 155 2 16 。。14 84 。 100 
5 660 640 165 96 2 110 80 67 150 225 32 380 
10 310 200 130 38 2 107 110 107 160 165 73 280 
.W3 。 3000 2000 800 260 8 22 12 16 83 190 18 290 
5 470 470 230 
3250 8 
4 70 77 87 260 230 60 340 
E1 。 920 820 400 44 113 B B 24 115 B 180 
5 470 300 210 210 20 160 75 70 230 340 36 450 
10 240 140 100 110 18 225 170 180 330 610 70 830 
15 120 48 24 34 2 26 36 16 32 40 12 50 
E2 。 500 620 480 560 B 60 24 24 66 46 2 50 
5 480 25日 150 145 20 230 120 320 390 370 93 520 
10 250 56 22 32 2 93 80 310 240 330 110 300 
1:3 。 660 1800 1680 1120 20 16 10 E 40 102 10 142 
5 780 呂20 240 209 56晶 220 200420 560 780 105 1340 
Sep.19 M 。 耳目。 580 720 1540 120 38 20 14 12 28 2 38 
5 680 才00 940 980 160 170 123 80 115 215 38 345 
10 440 340 400 440 72 自2 62 80 110 165 34 220 
15 74 50 44 46 10 22 14 10 H! 28 4 40 
20 46 14 B 30 B 。 B 4 2 4 B 20 
Wl 。 430 460 600 790 145 56 28 10 10 18 B 34 
5 480 280 210 240 34 36 24 26 38 74 22 114 
10 200 43 67 70 12 10 10 12 26 78 28 112 
15 44 28 14 18 18 2 B 8 12 B B 16 
W2 o 500 680 1240 1420 155 68 30 16 ，32 72 18 110 
5 620 540 520 320 54 48 48 36 56 165 32 300 
'io 520 280 240 310 34 50 30 32 83 90 22 170 
W3 。 1400 2120 1720 1720 180 90 50 18 22 38 16 56 
5 1280 860 400 400 125 110 115 165 140 280 120 370 
E1 。 880 1520 1600 2760.300 113 62 34 10 4:0 B 64 
5 69'0 480 240 210 74 44 28 32 83 145 42 290 
10 147 110 50 73 20 24 12 14 28 46 12 54 
15 100 62 36 3自 10 4 12 12 B 44. 10 72 
E2 o 3040 8000 7870 13920 2000 1120 500 320 24.0 21'0 80 310 
E 2520 3960 3960 6000 1120 490 390 300 125 25.0 105 440 
10 540 6.60 540 1000 125 52 :54 28 36 100 32 150 
E3 。 64UO 13200 15000 288003唱001720 112O 520 290 200. 190 255 
:5 2840 1680 1120 1780 290 155 155 230 80 350 97 720 
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Table 3. Paracalarn/s crassirostris. Continued. 
Date Stn Depth Egg Nl N2 N3 N4 N5 N6 C1 C2 C3 C4 C5 C6 
(m) ♀ ♂ ♀ ♂ ♀ ♂ 
Aug.22 M 日 64 160 300 42 44 22 4 2 。。 o 。 。2 2 。
197日 5 22 78 286 76 54 54 10 自 4 2 。4 4 呂 170 2 
10 B 48 350 125 52 20 20 34 24 12 4 10 s 16 56 s 
15 14 28 86 88 62 38 18 18 28 B 2 2 ・ 4 2 44 。
20 a 14 485 185 165 44 96 42 26 自 日。 4 12 26 10 
W1 。 90 66 126 22 66 56 10 8 10 4 10 4 自 2 42 B 
5 2自 150 540 140 235 140 48 86 38 30 42 28 52 52 280 12 
10 28 30 180 160 195 160 22 76 42 20 12 8 8 8 46 20 
15 B 10 88 40 110 38 24 30 12 14 E 2 16 8 14 10 
W2 。 210 18 40 42 126 60 2 10 14 10 B 8 14 30 108 2 
E 32 30 340 210 220 200 36 134 70 70 38 28 40 52 148 28 
10 12 18 165 150 155 225 62 167 70 30 10 20 18 10 36 38 
W3 。 320 8 24 14 100 103 16 30 78 42 30 20 36 68 130 8 
5 105 38 104 34 140 170. 52 122 86 40 38 26 26 36 108 18 
E1 。 165 22 80 400 780 800 30 170 84 32 12 28 12 20 70 。
5 4 70 410 400 330 290 90 310 130 240 95 70 170 125 310 30 
10 B 24 110 200 260 230 30 190 150 155 95 95 95 115 340 77 
15 12 自 80 78 54 28 24 五4 14 18 4 18 12 B 18 30 
E2 。 390 14 。880 1340 1440 4 200 255 115 46 50 18 68 270 2 
5 125 20 270 840 680 500 24 155 140 120 73 77 87 70 430 32 
10 125 10 205 115 28 B B 18 50 80 97 57 130 43 510 490 
83 。 160 24 12 510 780 860 12 112 82 62 18 24 26 28 78 2 
5 115 43 320 430 290 220 115 135 150 165 70. 57 87 70 370 38 
Sep.19 M 。 210 73 90 165 205 83 40 46 22 42 10 14 10 34 88 4 
E 60 50 46 32 54 44 34 180 210 120 40 70 46 168 120 38 
10 40 54 56 46 34 18 12 70 80 62 30 46 40 86 自o 24 
15 30: 14 48 28 10 B 。22 16 12 s B 16 10 14 B 
20 自 12 28 24 日 6 。 4 12 B 。s B B 16 2 
Wl B 170 100 150 175 240 720 34 44 24 28 18 B 38 84 106 B 
5 73 44 46 130 73 20 12 30 90 77 100 50 97 70 120 50 
10 24 B 58 32 B 4 2 10 14 26 32 16 50 20 52 30 
15 18 14 48 B B G 2 4 12 22 38 18 62 36 66 14 
W2 。 520 48 1.65 155 88 38 12 60 48 70 50 20 86 108 205 26 
5 82 28 84 58 42 8 s 70 137 97 70 93 80 107 83 22 
10 76 26 68 46 30 B 2 22 66 68 82 44 80 84 82 36 
W3 。 195 14 44 46 147 54 28 135 115 135 115 85 140 250 240 28 
5 115 28 117 87 87 16 22 50 90 83 7干 50 130 155 150 100 
81 。 220 50 135 390 280 123 66 165 110 73 54 42 70 82 123 18 
E 18 10 145 90 18 B 22 100 103 90 8060 103 127 110 32 
10 18 18 46 38 16 4 2 22 26 22 46 20 34 28 44 38 
15 10 B 28 16 B 。 4 10 16 18 18 4 36 18 12 22 
E2 。 13日24 30 580 480 320 42 420 80 80 64 50 110 250 310 42 
5 90 30 48 31日270 100 46 155 78 86 87 73 155 155 150 34 
10 26 12 93 日目 38 4 2 24 12 24 64 18 117 77 100 92 
83 。 62 22 36 420 740 640 70 440 70 73 67 63 185 315 480 50 
5 73 38 160 130 130 48 日7 230 77 47 103 53 110 160 170 110 
Oct.25 M 。 140 160 30 94 54 34 8 16 4 s 8 2 2 26 60 4 
5 62 230 54 230 135 1.50 72 60 14 18 。B 8. 30 115 8 
10 38 115 .50 240210 200 240 460 60 B 2 12 12 28 108 4 
15 38 18 10 58 94 20 180 92 52 1日 12 12 4 4 46 2 
20 52 34 24 56 50 32 125 52 16 。 B 14 2 12 18 。
W1 。 210 205 50 130 26 42 自 。。。 z B 。14 82 4 
5 130 300 115 250 80 52 26 48 8 2 。10 2 16 72 。
10 58 115 100 1目。 48 44 26 82 20 8 s 10 14 14 72 。
15 105 44 44 24 10 4 14 32 16 E 10 s 6 自 36 2 
W2 。 260 175 72 230 68 100 10 20 16 18 14 22 40 90 230 E 
s 150 190 88 360 200 220 16 260 44 38 16 38 32 102 190 20 
10 115 115 105 125 66 46 52 14日72 42 30 42 72 70 150 12 
W3 o 190 36 16 66 76， 70 24 68 122 1目。 ，58 58 54 46 122 54 
5 125 22 16 105 145 83 50 240 240 165 165 105 195 110 240 120 
81 U 105 185 100 '270 220 185 46 20 10 B B 12 1028 86 2 
5 78 175 100 200 200 120 54 186 80 40 16 24 28 52 160 B 
10 34 70 80 220 155 72 50 195 190 72 30 48 28 58 132 14 
15 70 44 70 80 40 18 22 74 自由 48 26 26 20 20 72 16 
E2 。 66 44 34 180 120 50 B 2 4 2 2 2 。12 16 。
5 100 46 72 120 66 36 58 240 205 125 46 72 36 90 1.00 12 
10 30 30 52 210 115 32 18 130 180 135 42 58 32 74 58 10 
E3 。 550 56 56 180 270 290 34 56 126 66 1838 8 50 88 16 
5 135 24 50 140 140 125 135 280 440 360 140 120 90 140 185 90 
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Table 4. Acartia omorii and 
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Table 5. Paracalanus parvus. Abundance of each developmental stage 
per 10-j! seawater taken with a Van Dorn water bottle in阿aizuru
Bay. 
Date Stn Depth Egg Nl-6 C1-6 Date Stn Depth Egg Nl-6 
(m) (m) 
Jan .18 M B 44 。 4 Apr.17 M 。 36 14 
1978 s 110 28 62 - 5 34 12 
10 137 12 70 10 12 10 
15 95 18 92 15 20 14 
20 107 34 46 20 32 4 
W1 。 8 。 4 日1 。 12 日
5 38 B 22 E B B 
10 50 w 38 10 B 14 
15 130 16 52 15 4 。
日2 。 8 2 22 W2 。 B 16 
5 10 42 20 5 30 14 
10 50 24 46 10 2 2 
W3 。 16 1.0 2 W3 o 2 16 
E 4 2 10 5 22 12 
El 。 58 1日 。 El 日 2 B 
5 200 24 44 5 6 10 
10 175 122 62 10 30 4 
15 126 22 22 15 B 2 
E2 。 22 。 16 82 。 2 B 
5 110 耳目 10 5 s 2 
1日 220 22 14 10 2 B 
E3 日 。 B 14 E3 D 。 B 
5 110 18 4 5 2 B 
Feb.13 H 。 4 。 。 May 24 M 。 2 20 
5 2 64 10 5 2 44 
10 18 20 52 10 。 。
15 26 54 80 15 2 22 
20 52 132 120 20 44 22 
Wl :。 自 12 10 W1 。 。 自
E 12 36 26 5 B 12 
10 自 10 56 10 2 s 
15 10 18 目。 15 36 B 
W2 。 。 4 日 W2 。 。 16 
5 4 56 80 5 2 B 
10 8 34 66 10 B 。
W3 。 。 。 。 W3 。 。 4 
日 。 16 62 5 。 2 
E1 。 4 2 B El 。 。 24 
5 2 38 10 5 4 10 
10 4 14 56 10 2 B 
15 4 B 62 15 20 B 
E2 。 。 10 日 E2 。 。 14 
5 。 26 8 5 。 10 
10 8 24 24 10 B 12 
E3 。 。 。 2 E3 。 o 12 
5 。 14 B 5 。 2 
Mar.16 阿 。 2 14 B Jun.13 M 。 E 30 
5 22 130 34 5 4 28 
10 22 92 80 10 B 22 
15 34 98 80 15 8 20 
20 22 28 28 20 14 28 
Wl O. 2 12 B Wl 。 22 20 
5 4 68 12 5 54 16 
1日 16 60 28 10 32 20 
15 36 48 52 15 34 34 
W2 e 2 12 4 W2 。 2 16 
5 。 58 24 5 80 28 
10 。 44 24 10 30 22 
W3 '0 。 22 4 W3 。 。 B 
5 。 10 6 5 16 4 
El 。 B 32 2 El 。 o 2 
5 16 44 14 5 12 22 
10 10 34 46 10 20 14 
15 16 30 46 15 2 8 
82 。 8 20 4 82 G 。 16 
5 32 14 68 5 2 4 
10 24 10 40 10 10 B 
E3 。 。 14 4 E3 。 。 自






































































τable6. Oit;hqna similis. Abundance of ea.c.h developmental stage per 
10.，.Q se.awater taken with a Van Dor.n water boftle in Haizuru Say. 
Date Stn Depth N1-6 Cl常 B Date Stn Depth Nl-6 C1-6 
(in) (m) 
JaIi.18 M B 22 。 Apr.17 H 。 16 14 
1978 s 82 16 5 48 68 
10 60 28 10 .90 134 
15 24 60 15 38 186 
2日 12 26 20 26 202 
日1 。 B 。 Wl 。 62 。
5 96 。 5 120 104 
10 70 18 10 110 116 
15 34 42 15 36 148 
日2 B 22 2 W2 。 14 。
5 88 18 5 50 50 
10 70 22 10 58 196 
W3 。 38 2 W3 。 8 16 
5 22 。 5 22 16 
El 。 20 。 El 。 2 B 
5 14 14 5 140 48 
1'0 38 12 10 50 114 
15 8 32 15 32 56 
E2 。l 。 。 E2 。 自 2 
5 70 10 5 34 44 
10 40 4 10 18 76 
E3 。 2 。 E3 。 。; 。
E 64 10 5 26 30 
Feb.13 M 。 4 。 :阿ay2唱 M 。 16 B 
司 88 B 5 70 30 
10 16 20 10 120 22 
15 12 3日 15 103 10 
20 12 14 20 34 12 
W1 。 26 。 Wl 。 a B 
5 80 20 5 8 B 
10 22 B 10 54 24 
15 6 14 15 22 22 
W2 。 。 。 W2 。 14 2 
s 48 12 5 20 ro 
10 18 24 10 40 18 
W3 。 。 。 W3 。、 20 G 
5 2 。 5 14 1'8、
81 。 4 。 El 。 14 。
5 34 B 5 24 日
10 16 14 10 135 30 
15 10 22 15 62 34 
E2 。 。 。 E2 。 4 4 
E 50 10 5 30 14 
10 20 14 10 160. 50 
E3 。 。 E 83 D 。 4 
5 30 4 5 48 12 
Mar.16 M 。 。 。 Juli.lS M B ro 1'0 
5 108 48 5 330' 11'8 
10 300 90 10 420' 146 
15 207 70 15 330 106 
20 26 16 20 300 140 
W1 。 4 4 Wl 。 a 。
5 46 12 5 270 55 
10 64 34 10 260 44 
15 26 40 15 240 56 
W2 。 2 。 日2 。 。 2 
5 32 30 5 26 34 
10 107 38 10 560 98 
W3 。 4 2 W3 。 8"' 。
5 10 B 5 105 112 
81 。 。 B E1 。 。 。
5 30 26 5 54 60 
10 。 。 10 180 。
15 28 42 15 90 。
E2 G 。 Q E2 。 2 。
5 34 12 5 36 o 
10 24 。 10' 52' 。
E3 。 。 4 E3 。 。 2 
5 22 2 5 24 s 
Table 7. Euterpina acutifrons. Ahundance ofeach developmental stage 
per 1O-.Q seawater takeh with a Van Dorn water bottle in Maizuru 
Bay. 
Date Stn Depth Nl伴 B C1-5 C6 Date Stn Depth Nl-6 Cl-5 
(m) (m) 
Oct.17 M- E 16 。 4 Oct.25 M E 250 34 
1977 5 155 160 20 5 145 110 
10 135 56 10 10 175 70 
15 98 34 18 15 34 4 
20 36 28 10 20 32 4 
Wl 。 64 4 B 日1 o 50 2 
5 135 28 4 5 245 40 
10 145 36 20 10 290 36 
15 62 26 8 15 44 4 
W2 B 50 。 。 .W2 。 68 B 
s 160 64 26 5 290 82 
10 100 35 22 10 86 12 
W3 。 22 B 4 W3 。 14 4 
5 280 76 28 s 230 56 
E1 。 a o B E1 。 31 B 
5 420 包S 34 日 310 49 
10 10 4 2 10 165 28 
15 54 30 8 15 58 20 
E2 。 22 。 14 B2 。 86 18 
5 210. 32 16 5 16日 124 
10 28 16 10 10 108 60 
E3 B 26 B 2 E3 。 20 8 
5 205 44 B 5 130 80 
Aug.22 間 。 50 。 4 
1978 5 186. 12 28 
10 133. 12 20 
15 96 12 B 
20 32 2 2 
Wl E B 。 。
E 80 4 B 
10 34 4 2 
15 12 z 2 
W2 。 。 。 2 
5 60 14 10 
10 58 4' 日
W3 。 。 2 14 
5 34 12 2 
E1 o 4 。 。
5 56 12 10 
10 150 22 10 
15 B 2 2 
E2 B 2. 。 4 
E 36 14 2 
10 10 2 8 
E3 。 2 。僧 E 
5 :44 10 4 
Sep.19 M 。 99 4 B 
5 210 54 44 
10 155 54 38 
15 66 28 24 
20 26 16 14 
Wl 。 22 自 32 
5， 122; 28 32 
10 28 10 22 
15 12 2 2 
W2 。 82 4 10 
5 250 26 20 
10 140. 32 52 
W3 。 46 2 2 
5 145 22 B 
E.1 。 20 。 10 
5 230 27 26 
10 87 16 56 
15 88 12 24 
E2 。 400 44 14 
5 320 38 38 
10 46 16 24 
E3 。 110 34 B 






















Table 8. Microsetella norvegica. Abundance of each developmental stage 
per10-E seawater-taken with a van Dorn water bottle in Haizuru 
Bay. 
Date Stn Depth Nl-.6 'Cl-6 
(m) 
Jun.13 目 。 12 4 
5 45 74 
10 7"0 品8
15 26 22 
29" 16 ' 20 
W1 。 103 B 
5 32 14 
10 8 B 
15 240 B 
W2 。 52 1314 2 5 2 
10 B 12 
W3 。 B 。
目。 。 2 
El 。 。
s 4 B 
10 4 。
15 。 2 
E2 。 。 。
5. o 。
10 。 。
E3 。 。 。
5 。 2 
Table 9. Paracalanus parvus. Distribution point in Maizuru Bay in 
1978. Distribution point represents a mean reJative distance of the 
popuJation in the bay from the outermost sampling station; the 
valU9 can vary from 0 to 4 In Maizuru Bay. 
Dat，e Egg Nl-6 Cl-6 
Jan.18 1. 78 1. 92 1.17 
Feb.13 0.56 1. 16 1. 28 
Mar.16 1. 29 1.18 1.24 
Apr.17 1. 07 1. 87 1.15 
May 24 0.89 1. 45 2.30 
Jun .13 1.45 1. 23 1. 90 
Tai:>Je 1.0. Olthon'a slmilis. D!stribution， point tn Mai，~uru 'Bel:νin 1-97:8. 
See，legenc;i Qf Tabh~ 9 fQrexplan.a:士ioh ， ofth~çtistribu宅i0，n toint. 
Date Nl-6 Cl-.6 
Jan ‘1.8 1.84 l，. 14 
Feb.13 1.58 1.26 
Mar .1.6 0.83 0.92 
Apr.17 1.38 1.15 
May24 1.，64 1...77 
Jun.13 0.97 0.97 
Tat:lle11. Eutertina i1cutifrons~ Distribution pOint 1ft -Maizuru '8ay. See 
legend' of Table 9 for explaria.tion of the dlstrlbutlon poirit. 
Date N1，.6 G1-5 C6 
でご一一一
Oct. 17.1977 2.13 1. 66 1. 79 
Aug.22.1978 1. 22 1. ~5 1.65 
Sep.19.1978 2.23 2.02 1.64 
Oct.25.1978 1. 77 2'.14 1.74 
Table 12. Distribution point of abundant copepods in Maizuru Bay. The 
data of Acartia omorii and A. hudsonica are obtal ned from the net 
samples in February， Aprll， June and December 1978. Those of the 
other species are from the 10-，2 water samples and limited to the 
months when the mean abundance was 10/.Q or more. 
Species Stage 
Month/Year 
10/77 1 12 1/78 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 12 
Paracalanus tarvzω CI-6 0.9 1. 2 l. 3 1.2 1. 1 2.3 1. 9 1. 8 
P. crasirostris C6 3.3 3.0 2.8 2.6 2.8 2.5 2.8 3.4 
C ト5 3.0 2.5 2.4 2.8 2.7 2.9 3.1 2.9 
N 3.1 3.2 2.6 2.7 2. 1 2.2 3.4 
Centroβages abdomi7lali's CI-6 1.7 
A.omon'j C6 1.5 0.9 2.8 1.8 
A. Jzlds開 ica C6 3.3 2.5 3.7 2.7 
A.eηIthraea CI-6 2.2 2. 1 3. 1 
A. sinjiemis CI-64.0 3.7 3.8 
Oilhona davi'sae C6 2.5 2.9 2.6 2.1 2.0 2.8 2.6 3.0 2.7 3.0 2.9 2.9 2.6 2.2 2.8 
CI-5 2.6 2.6 1. 7 2.1 2.3 2.9 2.5 3.2 3.0 2.9 2.8 3.4 2.4 3.3 2.7 
N 2.6 2.7 1. 7 1. 7 2.1 3.1 2.0 2.8 2.4 2.5 3. 1 3.5 2.6 2.9 2. 8 
O. simi/is CI-6 1.1 1.3 0.9 1.2 1.8 1.0 
O. nana CI-6 0.3 1.0 0喝40.8 
Microsetella norvegica C 1-6 0.8 0.6 
N 0.6 0.9 
Eulerpina a印 tifrom C 1-6 1.7 1.8 1.8 2.0 
N 2.1 1.2 2.2 1.8 
Table 13. Distribution polnt of abundant cop~pods (C1-6) In Kumihama 
Bay. The data are Iimited to the months when the mean abundance 
was 200/m3 or more. 
Species 
Month/Year 
10/77 11 12 1/78 2 3 4 5 6 7 8 9 10 
Para回lanustarv<ω 0.4 1.7 1.4 
P. crassirosf.泊 1.8 2.5 1.4 1.6 1.6 1.5 1.4 2.8 2.2 1.7 0.9 2.0 1.6 
A四 rt必omorii 1.6・
A. hudsotlica 2.8 2.4 1.9・1.7・
A. sinjie-t岱is 2.2 3.0 3.0 
A.eワtlzraea 2.4 1.4 
PseudoduψI側悶marintts 2.8 
OitllO出 dauisae 2.1 2.4 2.4 1.9 2.4 1.6 2.4 2.3 2.2 1.8 1.3 2.1 1.8 
O. similis 0.2 
Eule-tρina acul伊'ons 1.2 
. Data were calculated for adult copepods 0凶y.
Tab.le 14. Distribution point of abundant copepods (C1-6) ln Shljiki 
Bay. The data are limited to the months wh~n the mean abundance 
was 100/m3 or more. 
Species 
Month/Year 
5/75 6 7 8 9 10 11 12 2/76 3 
ParacaL閉山』旭町出 2.5 2.4 2.5 2.1 1.7 2.7 2.3 2.0 2.1 2.1 
P. crasirost巾 4.1 3.2 2昏6 2.9 
A田rtiaoitWrii 4.4 1.2 
Oitlwna similis 1.7 2. 7 2.3 2.2 1.4 
O.問問 2.6 2.8 1.7 2.6 2.5 2.5 2.0 2.0 1.7 
O. ateniωta stocky forrn 3.4 3. 1 3.1 
0. brevicornis 3.9 1.7 2.2 2.0 
O. sin:ψ肱 2.5 1.5 2.1 2.6 
O.oculala 4.3 3.0 2.6 2.2 
O. davisae 4.6 4. 7 
Microselella norvegiva 1.5 0.6 1.2 1.3 
Eute1歩inaa四lifrons 1.8 2.2 2.3 2.8 







Table 15. Oithona davisae. CorreJation coefflclents between abundance 
of adults copepods and the environment varlables of salinity and 
relative chlorophyll concentration in阿aizuruBay. The values wlth 
asterisks are .signiflcant (P(0.05: coefficient at P=0.05 is 0.75). 
Month/Year Mean abundance 
Correlation coefficient 
。ー1) vs. salinity vs. chlorophyll 
10/77 7.8 .83・ .61 
11 5.1 .58 no data 
12 3.8 .09 .42 
1/78 2.0 .21 .29 
2 2.4 .03 .07 
3 4.9 .36 .32 
4 16.5 .30 .76事
5 14.9 .94'" .86・
6 33.1 .64 .84・
7 29.6 .65 .96・
8 21. 1 .33 .91車
9 15.5 .52 .75・
10 12.3 .70 .58 
11 5.7 .26 .52 
12 5.6 .16 .05 
Table 16. Female size of ∞ngeneric pairs of the abundant copepods in 
Maizuru Bay. Size of Oithona and Paracalanus specles are 
presented in total length and Acartia species in prosome length. 
Group I and III are the ecological classificatlon of the specles (See 
text). 
Genus/Species Group Size (mm) Reference 
Oithona 
davisae 1I 0.54-0.62 Ferrari 8. Orsi (1984) 
simHis 111 0.69-0.84 Nishida et al. (1977) 
ParacaI.anus 
crassirostris 11 0.50""'0.59 Hiromi (1981) 
parvus III 0.74-0.98 Tanaka(1956) 
Acartiα 
hudsonica 1I 0.67"'"0.78 Ueda (1986) 





135020'E 22申 24' 
Fig. 1. Map of Mizuru Bay Jocating the s副nplingstations of the present study 
("F.R.S. "， the Fisheries Research Station， Kyoto University)・ The inset 








135054'E 55・ 56' 
Fig. 2. Map of Kumlhama Bay locating the sampling stations of the present 
study. The Inset shows the location of Kumlhama Bay on the Japan Sea 
coast of the mainland of Japan. 







Fig. 3. Map of Shijiki Bay locating the sampling stations of the present 
study. The inset shows the location of Shijiki Bay on Hlrado Island， 
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Fig. 5. Oithona davisae. Abundance of all deve'lopmehtal stages (N1-C6) 
obtaln'ed by a water samplerin the day (top) andat night (bottom) at 




















N D J F M A M J J A S o N D 
1978 
Fig. :6. Paraca.la.nus crasslrostris. Abl，mdance of al copepodid $tages (C1-
C6) obtained by a watersampler .in廿leclay (top) andat .nJght (bottom) 
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Flg:・7，・ Aeartiaomorii and A. hud$onica. Abundance of al developmental 
sta:ges ，~:(Nf""éérôbtéüned by äwater'$a~pler in ths day .(top) and ;at 
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Fig.8. Paracalanus crassirostris. Abundance of all copepodid stages (Cl-
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197:7 1978 
Fig. 9. Acartla omoril (主:op)and A. hUdspnlca (bo士tOn:i).Sl3asonalch副司ein
abundah.ce of aduilt staE1es (C6) obtailned by a Kitahara， quantitativehet 
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Oithona davisae. Seasonal 
naupH'air'stages(Nl--，N6) to ，al 
Ma:lzutuiBayo. 
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A. hudsonlca. Seasonal change In percent 
stages (N1-N6) to al stages (N1-C6) at 




















C5 C6 C4 C3 C2 C1 N4-6 N3 N2 Nl 
。
FI，9.， l3. ， O(thcma， 4avi$~e. -qntc;>genE)iicc，t:¥qnges， in th~， :rn~~n st，~ge composl-
tlons ~t nlght (・)and in the daytlme ( 0) at 81:n. P I，n' Maizuru Bay. 
Data uSed are from 3 October 1977 to 25 December 1978; the numbers of 
the data are 127 at nl'9ht and 128 In the dayth:ne. 
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I'"lg. 14. . Oithona da.vlsae. M'ea:nstage∞mposltlbns at ttie nigihts. when 
delisltyof al!l. stagesw1as> 50.o/.e (T ) and 孟 50~Ó/l:( 企) at 
'Stn.P Iln阿a:iZUiru Bayfrom :3 Oc世.ober1977世.02t)ebecember 1978. 
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C6 C5 C4 C3 C2 C1 N6 N5 N4 N3 N2 Nl 
。
parvus 
Flg. 15. Paracalanus .crasslrostr{s.. Ontogenetic changes in the mean 
stage∞mpositions .atnl 9 ht (・)and ln the daytlme ( 0 ) atstn. 
P in Mal:z¥，l ru Bay. 白ataused are from 11 Au:gust to 23 October， 
1978; "the numbersof the data are 22 bothat night and In the 
daytlme. For comparatlve purposes， development tlme of P. 
















C6 C5 C4 C3 C2 Cl N6 N5 N4 N3; N2 N1 
。
Fig. 16. Acartia omorii aれdA. hu.dsonlca. Ontogertetlc changes jin the mean 
stage ∞mposHibns a:th.ll'giht (・ )ahdil!1l thect'e;l.ytili1e ( 0) atStn. P ln 
Malzuru Bay. Data usedare frorn 3 M'8!rch to 15 May， t978; the number:s 
of the "data are 22 at nI'ghtand 23in the daytlme. 
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Fig. 18. OithQna davisae.Ontogeneticchanges of the meandistribution 
depth ~t Stn.. P j'r1 MaiZl:.1ir噛"lBay三IJn..'19I4icT;tiiemean dj'strlbutlondepths 
for each period were calcu:l.ated from cumulative abundanceateach 
dep士h.
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Fig. 19. Paracalanus crassirostris. 
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nauplius. Scal es are as in the fi gure of egg and Fig. 19 (∞ntlnued). 
d にー . ， 
i 、-
Om 






r Ig. 20. Patacalailifiscrassfrostris. 、Ontogeneticchange of the meaii distribu-
tioo depth. at Stn.. P Ji Mí\li~ l.J:ru lB:ayfrom 1973 to 1974. The mean 
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Fig. 22. Acartla omorii and A. hudson1ca. Ontogenetlc:change of the mean 
distrlbution depthat sth;.:P'i，再開~!，z.ulru Bayin 197~. The mean distribu'"' 
tfon. depthswere calculatecf f示。拍子二cÙrn'Ull~tive abund;ance ateach depth. 
。円 一言
可F主.ri1 ， 'Ii 
































:Fig.23!・ OlthCJh{t， d~v.i$é!.è. Qntogemetic v~rtical .dis士ributions.at 'Stn:. El in 
阿alz.utu~ayin 1.97，8，> ， VerticQ:tptofUeS rep，resent relatiVe ，abuhdance 
among the 4 samplihg depths (O， 5;10 and 15 m) and horizontal，dotted 
lines Fndicate the mean distribution depths. Broken lines for C6♀ from 
June to Septeffiber are vertical profiles of the ratio of ovigerous 
females; 
Egg Nl N2 Na N4 NS N6 Cl C2 C3 C4幸 C4cr C5 ~ CScr C6牢 C6d'
・ ー・
m :~I mTflITVi-rI7 B ~~I~ 1治郎
ot00% 
FIg. 24. Taracafanus crassirostris， Ontogenetic vertleal dlstributlons at stn. 
E1 fn 封~Izuru .Say in 191.8. See legei1d to Flg. 10for fu.rther explana-
tions. 
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Fig. 25. Acartia omoril and A. hudsonica Ontogenetlc vertical distributlons 
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DEVElOPMENTAL STAGE 
C2 Cl N4-6 N3 N2 N1 
Olthona davisae. ontogenetic changes of distribution point in 
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DEVELOPMENTAL STAGE 
Flg. 26 (continued). 
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Fig. 21. ParBcalanus crassirostris. Ontogenetlc changes of distribution 
polnt InMaizuru lBay. See legend 6f Table s for explanatlon of the 
distrlbuti6ri point. 
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Fig. 28. Oithona davisae. Ontogenetic diel vertical distribution on 29-30 
March (Ieft) and 19-20 October 1978 (right) in Maizuru Bay. Sunset and 
sunrize on 29 to 30 March， respectively. were at 1817 and 0549h; those 
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Fig. 29. Paracalanus crassirostris. Ontogenetlc diel vertical distrlbutioi1 on 
19-20 October 1978-in Malzuru Bay. See legend to Fig. 15 for further 
exp lanatlons. 
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Fig. 30. Acartia omorii and A. hudsonica. Ontogenetic diel vertical distribu-
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Hicrosetel18 norve8ics Cl-6 ←ー




















Fig. 32. Mean distribution points (filled circle) and seasonal ranges of 






















Kumih9.ma fBay in 1978. Salin ity d istri bution in Fig. 33. 
Stn A Stn B Stn C Sto 0 
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Pselidodiiltto四 5 Olar.inus 
• 
A田 rt.ilsinjiens:l.s • 
Acart!a hudson:l.ca • 
O.ithOOll dBv:l.slle • 
AcarC.il erythrllell 
Pllrll田 1110UScrassirostr:l.s • 
Acart:l.l omor:l.1 • 
Eucerp.inll acut.iEroos • 
Pllrllca1anus parvus • 
Oithooa s.im.il.is • 
t 。 2 3 
Distribution Point 
Fig. 34. Mean distribution poihts (f川edcircle) and seasonal ranges of 
the distribution point (horizontal bar) of abundand∞pepods in 
Kumihama Bay. 
Station 
1・-3/5・7 418/9 10112/13 11/14・16 17/21/22 18-20 . ' . . 』 E 
Oithonll dllviSlIe • 
Paracslanus crBssirostris 
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Oi.thonB nBnB 
PlIraC8lBnus par叩 S • 
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Oceanic copepods 
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Fig. 35. Me~n distribution points (filled circle) and seasonal ranges of 
the distribution point (horizontal bar) of abundand copepods in 
Shij i kiBay. 
